
形質の保全と戦略的獲得に基づく
大規模木構造のための遺伝的プログラミング

本技術の特徴・従来技術との比較

用途・応用分野

技術の概要

・自律制御のための大規模プログラムの自動生成の基礎アルゴリズム

・式や自律制御のためのプログラムの生成など、木構造で表現される変数からなる
設計問題において、最適な構造を効率的に発見するための遺伝的プログラミング
の汎用性の高い探索手法を開発する

・木の成長を制御しつつ、部分解の保存および獲得する探索の枠組みにより、非常
に限られた計算コストのもと、解である木が急激に膨張するブロートを完全に抑制
しつつ、良好な構造を得る

・遺伝的プログラミング

選択、交叉、突然変異に代表され

る遺伝的操作を繰り返し解（個体）

群に適用することで満足解を得る

進化型最適化手法

・多段階探索交叉の開発

一方の親から他方の親へ近づく方

向へ局所探索を進める

・手法の評価

- 関数同定問題

- Santa Fe Trail問題

~ 逐次処理と条件分岐

- スタックフィルタの設計

- Mario AI（エージェント制御）
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両親間で多様な子個体を生成
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